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心
を
，払
っ
：
て
ゆ
か
な
く
て
.は
な
ら
な
い
と
ぃ
い
う
著
者 

の
主
張
を
汲
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
*
こ
の
こ
と
は
ま 

た
著
者
が
周
知
の
三
池
間
争
の
過
程
.で
学
ん
だ
こ
と 

へ
で
.も
あ
り::
'
:
'著
者
は
真
に
マ.
ル.
ク
ス
；
.
を
生
き
た
入
間
：
 

と
'し
て
、
今
後
も
生
き
つ
づ
け
る
人
間
と.1
.,.て
え
が 

こ

う

と
つ
と
め
て
い
る*
全
体
と
し
て
、
蕃
者
は
マ 

ル
ク
ス
の
人
間
と
し
て
の
思
想
発
展
を
明
ら
か
に
す 

ベ
く
マ
ル'ク
ス
を.
め.
ぐ.
る
多
く
の.
エ.
。ヒ
ソ
丨
ド
を
久. 

れ
て
豊
富
な
，内
容.を
心
掛
け
<c
お
ら
れ
るの ..

で
.あ
る 

が
、
そ
CD
.根
底
に
あ
る
マ:̂
ク
ス
©
思
想
そ
：の
も
.の 

の
と
り
扱
い
に
は
、
.
現
在
ま
で
向
坂
氏
の
：マ
：
ル
'，ク
ス 

::

研
究
に
向
け
ら
れ
た
問
題̂

へ
の
解
.明
上
と
も
に
不. 

明
瞭
に
'残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
か 

ろ
う
'か
？.
丄
か
し
、

ァ
ル/ク
.ス
の
如
き
齔
大
な
人
間 

の
生
涯
：や
思
想
を
向
坂
氏
：の
労
作
を
以
て
も
解
明
し 

え
な
い
と
こ.
ろ
は
多
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
研 

究
を
土
台
と
し
て
、

「

永
遠
に
生
き
る」

人
間
像
：と
し

て

の

力

ー

：
ル

'.
•
マ
ル
ク
ス
を
わ
一
れ
わ
れ
自
身
。の
も
の
'
 

に
し
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
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へ
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日

本

経

済

成

長

論

』

'

.

.

本
書'は
、
他

田

内

閣

の
ブ
レ
イ
ン
と
い

わ
れ
る
下

村
治
氏
の
論
文
集
で
あ
る

"

:

.
''T
村
氏.
は.
：V:
今
日
炎
日
本
経
済
が
；歴
史
的
勃.
^

 ̂

に
あ
り
、
大
き
な
潜
在
成
長
能
力
を
持
っ
て
い
る
と 

考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
成
長
能
力
を
十
分
に
伸
ば
す 

よ
う
な
高
成
長
政
策
を
提
唱
じ
て
き
た
。
現
実
の
日 

...
沐

経

済

は

：、
; :,
し
;5
し
た
注
張
^
正

€'
さ
を
裏
書
き
;1
>: 

た
感
が
あ
る
が
、
氏
の
論
は
い
く
つ
か
の
批
判
を
あ 

び
て
き
た
。
第
一
は
、
高
度
成
長
は
、
供
給
能
力
の 

限
界
を
越
え
、
ィ
ン
フ
レ
を
生
ず
る
と
い
う
批
判
で 

あ
り

"
第U

は
’，
国

際

収

支

の

：悪

化

を

招

く

.と
い

う

 

論
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り

：

r

第

：
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重

構

造

を

深

：化

さ
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る
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判
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書
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れ
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題
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係

数
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ほ
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|
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あ

る

と

い

：

 

う

論1
め
：ぐ:?
て

激^
い
讓
論
が>な
さ

れ

て

き

た
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と.
は

周

知■の
：
と

..お
り

，

.
で.
あ.

’る
が

、
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本

書

：で
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い.
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.. 

，
て
い
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：限
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比
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0
銨
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>
へ
と
い5
考

え

；
に

も

、

)

産

出

係

数

が

，
一

：

に 

近

-1
>
こ

と

が

前

提

：と

-
さ

れ

て

：
い
：る
。

氏

斥

は

.-
:
:の
：限

界
 

需

給

比

：率

が
~
以

下.
で
：あ

る
.
限

り

ィ

ン

シ

レ

は

生

'1
:

'

.
一
な
い
：上
：断
言
さ
れ
る
、
お
そ̂.
く
氏
は.
、
有
効
需
要^ '::  

:
額
が
：供

給

能

カ

総

額

を

上

廻

る

場

合

に

フ

:  

レ.
に

、
な

.
る

と

..„>.
う

単

純

.
な
.̂

イ
ン
X—

ド
ー...マ'彳
的
：.'.-'
 

な
需
給
均
衡
式
を.信
奉
し
て
い.
ら
れ
る
の
だ
ろ，
。
.
 

だ
が
：、
こ
ヾ
の
種
め
論
は
.
、
市
場
©
完
全
篇
争
的
状
態
を
：
:.
'':-

 

想
定
す
る
場
合
に
の'み
成
&.
つ
論
で
あ
る
。
不
完
全
、
 

競
争
下
で
は
部
分
的
需
要
芘
カ
、
コ
ス
ト
毋
迫
、：そ
の
：

「

他

の

構

造

的

要

因
■の
'
.た
.め

ィ
V

フ
：.レ' が
.生
ず
る.
.と
.'い 

う
こ
と
が
想
起
寒
る
べ
き
で
あ
：石
。

氏

め

理
論
で
は

. 

独

占

的

要

素

の

：存

在

は

：
全

'<
:

無

視

：さ
れ
て
い
'る
。

.

第
一.
-
の
批
^

に
つ
い
て

、

下
村
氏
は
日
本
の
.
限
界 

輪
入
依
存
度
が
低
位
-に
と
ど
ま
る
と
し
て
反
論
し
て 

き

た

。

だ
：が

；、

限

i

.入
依
存
度
が
低
く
な
る
た
め 

に
は
ぃ
限
界
輸
入
依
存
度
の
_

い
八
ム
的
支
出
と
個
入 

消
費
支
出
此
率
の
増
大
ズ
所
得
平
等
化
が
そ
れ
を
促
ン 

す)

が
必
要.で
あ
る
こ
と
.を
氏
は
忘
れ
て
し
ま
わ
れ 

た

ょ

う

で

あ:？)
0,

第
二1点

に

た

い

し

て

へ

，
氏

.は

高

成.'
' 

-M

ぼ
：
一

一

童

猶

造

を' #

消
さ
せ
る
：と
反
；

^

さ
れ
る
。.氏
.
. 

の
こ
め.基
本
的
認
識
.は
正
：し.い

。
へ
だ
：が

.
、

氏

は

成

長 

の
.
み
；を
重
視
さ
れ
、
上
一
重
構
造
解
消
過
程

it

生
ず
る 

.犠
牲
を
軽
く
み
：て
い
ら

.れ

る

ょ

う

で

あ

る

.。

.
:
: 

,
最

後

ヒ

、

氏
は
"：

現
在
の
日
本
が
.歴
史
的
勃
興
期 

に
.あ
^

と
い
わ
れ
る
が
、
：

.；そ
の
論
撤
は
'あ
.ま
，り
に
.萍 

弱

セ

本

る

。-

日
本
経
済
め
.成
長
能
力
と
基
本
的
動
向
を
早
く
か 

ら
.見
抜
か
れ
た
氏
の
.業
績
は
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で 

あ
る
が

「

、
以
上.の
；

H

う
な
点
每
い
て
疑
問
が
残
る
。

.

、
わ
：れ

わ

れ

は

著

者

が

、

.

.歴

：史

的

勃

：興

期

の

根

拠

づ

' 

け
、
独
占
要
素
、：.
政
府
部
門
、
所
得
分
配
平
等
化
の 

効
果
の
薷
給
.均
衡
モ
デ
ル
へ
；め
導
入
、
産
業
構
造
の 

'
転
紙
に
伴
う
摩
擦
と
犠
牲
の
考
慮
等
を
さ
れ
て
"
下 

.村
理
論
を
発
展
：さ
せ
f

’

」

と
を
期
待
し
た
い
。
：
' 

(

金
融
脉
政
事
情
研
究
会
.
昭
和
三
七
年
刊
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